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後期基本計画策定に係る見直し検討資料 

基本目標Ⅰ 安全で安心に暮らせるまち 

施策１ 防災対策の充実により安全が確保されたまちをつくります 

 

 

 

 

【前期基本計画の成果指標の評価】 

成果指標名 
策定時 中間値 目標値 

進捗状況 
令和 2(2020)年度 令和 7(2025)年度 令和 13(2031)年度 

消防・救急体制の満足度 85.9％ 87.6％ 86.0％ 
◎ 

（達成） 

地震や水害などの防災対策の満足度 64.1％ 70.6％ 74.0％ 
○ 

（改善） 

自主防災訓練の参加者数 

5,280 人 

(令和元(2019) 

年度) 

6,220 人 7,000 人 
〇 

（改善） 

【アンケート調査における満足度結果（平均値）】 

満足度 
平均値 平均値 

※エリア 傾向 
令和 2(2020)年度 令和 7(2025)年度 

消防・救急体制の充実 3.11 3.14 推進 ↗ （+0.03） 

地震や水害などの防災対策 2.66 2.74 重点 ↗ （+0.08） 

【社会情勢等の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査の結果】 

■市の防災対策について、どの項目に一層力を入れて取り組むべきだと思いますか。（主なもの３つまで○） 

 

資料：第２次あま市総合計画後期基本計画策定等に関するアンケート調査 79 頁 

【総合計画審議会、まち・ひと・しごと創生総合戦略委員会からの意見】 

 

【基本方針】 

〇前期基本計画に設定した成果指標に対する中間地点（令和

7 年度）での進捗状況と評価です。 

〇後期基本計画素案では、中間地点で目標値を上回っている

ものについては新たな数値目標を、施策の方向性の展開に

より見直しが必要なものには新たな成果指標を検討するこ

ととなります。 

〇後期基本計画策定にかかるアンケート調査における市の現

状評価（令和 7 年度）と、前期基本計画策定時（令和 2 年

度）の評価との比較です。（資料１参照） 

〇※エリアは、各施策分野の現状評価を分類したものです。 

重点：重要度高 満足度低  推進：重要度高 満足度高 

促進：重要度低 満足度低  継続：重要度低 満足度高 

〇前期基本計画策定後に国、県、市等で発生し、後期基本計

画策定にあたり、考慮する必要のある社会情勢等の変化を

挙げています。 

〇令和 7 年度に実施したアンケート調査の結果のなかで、

後期基本計画策定にあたり、特に着目した内容を挙げて

います。（資料１参照） 

〇昨年度実施した審議会等にていただいた

ご意見を挙げています。 
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【市長公約】 

 

【後期計画期間における課題】 

【見直しの視点】 

 

【施策の展開方向】見直し対象は下図の施策の展開方向及び成果指標の部分となります。 

施策 施策の展開方向 

消防 

・ 

救急 

防災 

 

〈成果指標〉消防・救急 

指標名 定義 
現況値 

(令和２(2020)年度) 

中間値 

(令和７(2025)年度) 

目標値 

(令和 13(2031)年度) 

 
  

 

〈成果指標〉防災 

   
  

 

〇各施策分野について、関連する市長

公約を挙げています。 

『特にご意見をいただきたい部分』 

〇この資料にある【前期基本計画の評価】【アンケート調査の

結果】【社会情勢等の変化】【審議会等の委員からの意見】

【市長公約】を踏まえ、後期基本計画期間の課題について

検討したものです。 

〇赤字斜体となっている部分が、後期基本計画策定にあたり

市において見直した部分となります。 

〇【後期計画期間における課題】を踏まえた後期基本計

画期間の施策の展開方向の見直しの視点について検討

したものです。 

『特にご意見をいただきたい部分』 

〇【後期計画期間における課題】を踏まえた後期基本計画期

間の施策の展開方向の見直しについて検討したものです。 

〇赤字斜体となっている部分が、後期基本計画策定にあたり

見直した部分となります 


